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2018年3月20日腎臓の小児優先ルールの開始

【腎臓移植希望者選択基準の概要】

20歳未満のドナーからは20歳未満の

レシピエントが優先となり、腎臓も

全国シッピングとなった

腎臓搬送の範囲の変化

地域ブロック内 ⇒ 全国シッピング

搬送エリア拡大による腎臓移植医やCoの

業務負担の増加

日本臨床腎移植学会より要望書が提出

腎臓搬送に向けた臓器搬送体制の再構築を検討

（参考）

背 景



腎臓搬送に向けた新たな臓器搬送体制

概要

搬送企業の選定

全国展開している搬送関連の複数の企業と協議。24時間対応可能、定温輸送

のノウハウ、社内の教育体制、調査企業を用いた経営状況の把握など、総合的

に判断し、搬送企業を選定。

協議内容

臓器搬送業務の委受託に向け、実務上の課題の明確化と課題解決等の検討な

ど複数回にわたり協議。JOT理事会、移植施設委員会へ適宜報告の上｢業務委受

託契約書(案)｣｢覚書(案)」｢臓器(腎臓)搬送業務マニュアル(案)｣を作成。実際

の腎臓搬送業務に同行し、同マニュアルに基づいたシミュレーションを実施。

今後の予定

6月 搬送企業と業務委受託契約を締結予定。

模擬症例によるシミュレーションの実施と最終確認。

7月 業務委託開始。

外部有識者で構成された移植施設委員会やその諮問組織である腎移植部会において協議を行い、

腎臓搬送の業務委託の実施を決定。



搬送企業
（搬送マニュアルの作成）

臓器提供施設
公益社団法人

日本臓器移植ネットワーク

ネットワークへドナー情報の連絡

Coがドナー情報連絡受信

脳死下/心停止下

臓器提供に関する家族の承諾

レシピエント決定

提供施設や搬送日時等の連絡受け

腎臓搬送完了

対応本部設置

摘出手術

臓器（腎臓）搬送業務連携フローチャート

腎臓搬送状況の連絡受け

腎臓搬送終了の連絡受け

腎臓搬送依頼の要否

（否の場合連絡不要）

搬送先、搬送経路等の

連絡受けと対応可否の連絡

腎臓搬送中

Coを派遣

承諾の連絡

電話連絡で搬送依頼

電話連絡とメールで正式依頼（搬送依頼書）
移植施設や搬送経路等の連絡

担当Coから搬送担当者へ
搬送ボックス(腎臓)を渡す

必要に応じて適宜連絡を取り合う

搬送担当者から電話連絡で搬送終了の連絡

電話にて連絡

対応の可否の連絡

搬送担当者が

臓器提供施設に到着

担当Coが

搬送ボックスを受取

搬送担当者を派遣

腎臓搬送

搬送ボックス(空)

＊後日臓器受け渡し確認書(NW控)を提出


